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1998年から看護学臨地実習 （以下実習とする）前後に，特性調査 PC-TAOK(Permeability Control Power-Transactional 
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p (Cnt1cal Parent) 人を非難する，人を支配する，自分の思うとおりに動かそうとする，
(Parent) 批判的な親の心 自分の価値観を人に押し付ける
親の NP 













C (Free Child) 勝手，自己中心，幼児的
(Child) 自由な子供の心
子供の AC 他人に配慮，人の意見を尊重，協調的，集団の和を大切にする，人か


















図 1~4にA, B, C, D群の実習前後のヒーク ・
エゴグラムを示した．批判する私 〈CP〉は，実習前
後でA, B, D群に変化は少ないが， C群は11％から
4%と減少した．次にやさしい私 〈NP〉と考える私
〈A〉は，有意差はないがすべての群で増加し，自由
■実習前 □実習後 n=78 






































図 1 A群におけるピーク ・エゴグラムR















































自 由 な 私<FC>
人に合わせる私<AC>




































■実習前 仁］実習後 n=83 
図 3 C群におけるピーク ・エゴグラムR
エゴグラムの一番応い箇所1人数 1 % 
7 
批判する私<CP> I ， 
10 
やさしい私<NP>I ， 10 
18 20 
考 え る 私<A> I ， 10 
19 21 
自 由 な 私<FC>I 17 19 
13 15 
人に合わせる私<AC>I 47 53 
30 34 




な私 〈FC〉は， D群では低下傾向を示し，A, C群で
は増加傾向を示した． しかし，人に合わせる私 〈AC〉
はすべての群で減少を示し，特にD群では有意差が認
められた (p<O. 05). 
2)対人関係の基本的な構え (OKグラム ・パターン）
の変化
図5~8にA, B, C, D群の実習前後の OKグラ
ム ・パターンを示した．実習後，すべての群で自他肯定
の割合が有意に増加した (A,B群 ：p<0.05, C, D 
群 ：p< 0. 01 ) ．次に，自己肯定•他者否定の割合は ，
D群が増加傾向を示したが， A, B, C群は減少傾向
を示し，自己否定 • 他者肯定の割合は， B 群が増加傾
向を示し， A,C, D群は減少傾向を示した．自他否
定の割合はすべての群で減少し， B, D群では，有意
差が認められた (B群： p<0.01, D群： p<0.05).
3) 透過性調整力 (PC) の変化と状態不安•特性不安
の変化
表 2にA, B, C, D群の実習前後の PCと状態不
安 • 特性不安を示した ． PC は，すべての群において
高くなり有意差が認められた (p<O. 01). 
次に，状態不安 （状況に対する不安の程度）は，実
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■実習前 仁］ 実習後 n=78





| 13 17 
自己肯定 他者否定 ， I 






* p<O 05 
図5 A群における集団 OKグラム・パターン
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■実習li/亡］ 実習後 n-81 
（％） 
* p<0.05. * p<O.Ol 
図 6 B群における集団 OKグラム・パターン
■実習前 に］ 実習後 n~83 
（％） 
OKグラムのバターン 1人数 ％ 40 50 
25 30 : J * 自他肯定 | 43 52 
11 13 
自己肯定 •他者否定 I 10 12 
24 29 












■実習jir亡］ 実習後 n=89 
（％） 
* p<0.05. * p<0.01 





表 2 透過性調整力 (PC) と不安の変化
PC 状態不安 特性不安
(M士SD)I (M士SD) (M士SD)
実習前 52士10 I 49士12 52士12
----------------------------------------------------------
実習後 56士 9" I 46士10" 47土12"
実習前 52士10 I 48士10 51土12
----------------------------------------------------------





実習前 50士 9 I 50土 8 52士1
----------------------------------------------------------
実習後 55士10" I 46士10" 47土1"
実習前 50士10 I 54土10 53士1
----------------------------------------------------------
実習後 53士10" I 48士10" 47士11"
"p<0.01 

































パーソナル コミュニケーション タフネス コーピング
マップ マ ップ マ ップ マップ
自 自 讐 対 対 行 チ ［ 己 反
合青
人 ， 傾 ヤ， 畠 主 向 レ贋 胃 ン り性 ン、／.・ 
(M土SD) (M士SD) (M士SD) (M士SD) (M士SD) (M士SD) (M士SD) (M士SD)
A群 実習前 45土18 47士16 55士20
n =78 実習後 51土18. 53士17" 62士19. 
B群 実習前 45士19 47士16 56土19
n =81 実習後 50士18. 51士17. 65土17. 
c群 実習前 43土19 46士18 54土17
n =83 実習後 55士19" 52士18. 62土17"
D群 実習前 42土18 42士15 55士17
n =89 実習後 52土17" 47士14" 61土17. 





























56士10 35士15 55士9 42士13 47士10
56士10 40土14. 58士8" 44士11 50士 9. 
57士 9 36土14 55士9 42士13 48士 9
58土 7 39土14拿 58士9" 41士12 50士10
55土 8 36土12 52士9 41士11 46士 9
56士 9 40土13" 58士8" 45土12" 49士 9"
57士 7 34士15 53土8 40土14 46士10
57士 8 39士14" 56士7" 46士12" 49士10"
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